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ブランドとしての上質を極め続ける
いつの日も心を満たす一杯であるために

1.取り組みの経緯
産地から届くコーヒー豆の品質低下を受け、自社での目視によるハン
ドピッキングを強化してきたが、作業量が膨大であり、見逃しも心配さ
れることから、安定した品質の確保が課題となっていた。一方で、コロ
ナ禍により変化した消費動向に対応しつつ、コンビニや大手コーヒー
チェーンとの差別化を図るためにも、さらなる品質向上と非対面型の
ビジネスモデル構築が急務であった。

平成29年度事業として光識別によるコーヒー豆の自動選別機を導
入。虫食いや未成熟豆など、欠点豆が完璧に除去できるようになり、
品質の「見える化」が実現した。令和1年度には創業来のこだわりで
あるネル方式のフィルターを開発し、ドリップコーヒー包装機を導入。さ
らにHPにテイクアウト専用ページを設け、非対面式パーキングドライ
ブスルーテイクアウトシステムの構築を図った。

完璧に選別された豆を、ネル式フィルタードリップコーヒーバックとして
自社包装できることで、鮮度の高さはもちろん、小ロット多品種展開が
可能な高付加価値商品が誕生した。また、コロナ下で必須のモバイ
ルオーダー、キャッシュレス、パーキングドライブスルーが現状店舗で実
現。淹れたてコーヒーや軽食と合わせて、ドリップバックのセミオーダー
も好評である。

世界の生産国へ経営者自ら足を運び、五感で確かめ、
信頼できる農園から買い付ける。
JASやフェアトレードの認証コーヒー、希少在来種など、
選び抜いた豆を、さらに焙煎・抽出もこだわり抜く。
美味しい一杯のコーヒーで、日常に彩りと癒しを届けるために。

品質の「見える化」と自社製造を強みに、
創業来培ってきた「ブランド力」を大きく
強化することができました。環境の変化
に左右されることなく、いつの日も、素材
にも焙煎にもこだわったクオリティの高い
コーヒーをお届けし続けたい・・・その思い
を補助金が後押ししてくれた結果です。
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コーヒー豆自動選別機によるブランド化事業
パーキングドライブスルー方式によるネル式ドリップコーヒーバックの提供
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2.実施内容

3.取り組みの成果

▲コーヒー豆用シュート式光選別機

▲ドリップコーヒー包装機

▲自社一貫生産のドリップバッグ、スイングバッグ

代表取締役社長
小原  健亮氏
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